
【申し入れ項目】

地本は、申３号「安全が経営のトッププライオリティと考えられない事象を是
正するための緊急申し入れ」を会社に提出しました。
これまで必要な教育・訓練等と業務の積み重ねで「安全」が実現されてきてい
ます。しかし、成田駅において、要員不足を理由に信号業務の見習いを行ってい
ない社員を、単独でその担務に就かせるというこれまでの安全への努力を否定し、
安全を軽視していると言わざるを得ない勤務操配が行われました。職場からは
「今後は見習いをやらなくても、担務が指定されるのではないか？」「要因が足
りていないから、緊急時の対応ができないのではないか？」「第７波にもなって
いるのに、コロナ対策としての体制が未だに取れていない。」と声が出ています。
様々な施策により「変革２０２７」の実現に向け、業務の融合と連携を図り、
多能化していく過渡期において、不慣れな業務や担務を遂行していく過程には教
育・訓練を確実に行う必要があると考えます。地本は、組合員の不安や疑問を解
消し、安全を第一に安心して業務を担えるよう緊急で申し入れを行いました。
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１．成田駅で行われた安全を軽視していると言わざるを得ない勤
務指定を危惧することから、単独で担務に就ける判断基準を
明らかにすること。

２．これまで、幾度となく人材育成に関する労使議論において「必
要な教育・訓練等を行っていく考えである」と回答しているが、
確実に行われているのか明らかにすること。

３．箇所ごとの特情に合わせた各担務の教育・訓練等を受けて
いない社員は、その担務に就かせないこと。

JR東日本のトッププライオリティである「安全」を
脅かす事象が発生しました！今こそ職場でのチェック
機能を発揮し安全で働きやすい職場を創っていこう！
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